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山本安次郎教授略歴

明治37年(1904)6)'j 3日 島根県八束郡片江村(現在美保関町〕大字七類98番地(小

大正13年(1924)3月

4月

7月

大lE14年(1925)11月

昭和 2年 (1927)3月

4月

8月

昭和 4年(1929)4月

6月

昭和5年(1930)3月

4月

昭和 6年(1931)9月

昭和8年(1933)5月

昭和9年(1934)1月

4月

昭和11年(1936)4月

昭和13年(j938)4月

7月

昭和14年(1939)6月

8月

9月

昭和"年(1940)4月

字惣津)に生まれる

島根県立商業学校〔現在松江商業高校)半業

小樽高等商業学校無試験入学

棒太に遊ぶ

軍事教育反対運動に参加，無期停学(翌年1月解除)処分

をうける

小樽高等商業学校卒業

京都帝国大学経済学部遷科に入学，河上，西国両博士最後

の講箆に列する

台湾に遊ぶ

谷ロゼミに参加，経営分析論を研究，報告書提出

京都帝国大学経済学部本科に編入

同学部卒業(学士試験合格)

京都帝国大学大学院に入学，小島昌太郎教授の指導の下に

経営学専攻

立命館大学講師

同大学助教授

立命館文庫委員

立命館大学学生主事(昭和11年 4月まで)

京都帝国大学大学院退学

立命館大学教授

立命館大学専門部高等商業科主事

立命館大学商業学科部長

立命館大学依願退職

興亜院嘱託として，京都帝国大学教授小島昌太郎博士指導

の下に，支那経済および企業経営の研究に従事。この間，

上海，南京，青島，北京に遊び，金融事情，特に匡劃り研

究に従う

建国犬学助教授薦任三等
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昭和15年(1940)10月

昭和16年(1941)8月

昭和17年(1942)6月

昭和18年(1943)4月

昭和19年(1944)5月

9月

昭和20年(1945)6月

7月

8月

11月

昭和22年(1947)6月

9月

11月

昭和23年(1948)5月

昭和24年 (1949)5月

5月

6月

6月

昭和25和(1950)4月

4月

昭和27年(1952)7月

昭和30年(1955)4月

4月

4月

昭和31年(1956)6月

昭和32年(1957)4月

4月

4月

第 100巻第5号

建閏大学研究院部員(公社企業研究班)兼任

満洲建国10年史編纂始まり，満洲特殊会社制度を担当，完

稿

建国大学教授

建国大学研究院総務課長兼任

総務庁調査官(企画処勤務)兼任

薦任一等

高等士官考試委員会臨時委員兼任

第二国民兵として応召，独立歩兵第788犬放に入隊

建国大学解散により退職

シベリヤに抑留

ナェ V ンホーヴォー，イノレク アク，ハバロプスク，ナホ

トカ，清津，古;J[山，興南，マンゾアカ，クラスノ，ヴォ

ロシロフ，ナホトカを経へて舞鶴へ帰還，復員

小樽青果物株式会社経理課長

d神文化学院講師(経済学担当)

教職適格と判定〔文部大臣〕される

小栂青果物株式会社退職

彦根経済専門学校教授

大学設置委員会の資格審査により教授と判定される

滋賀大学教授兼任

議賀大学教授(経済学部勤務).彦根経済専門学校教授兼任

(昭和26年 3月まで)

関西学院大学大学院経済学研究科講師(非常勤)

病気のため療養(昭和28年 3月まで〕

機賀大学図書委員(昭和32年3月まで)

近江短期大学講師(非常勤) (昭和32年3月まで)

滋賀大学日本経清文化研究所長(昭和32年 3月主力)

京都大学より経済学博士の学位授与(経第44号)

滋賀大学図書委員(昭和34年3月まで)

京都大学経済学部講師(非常勤)併任

滋賀大学日本経済文化研究所長(昭和34年 3月まで)



昭和33年(1958)4月

昭和34年 (1959)4月

4月

4月

4月

11月

昭和35年(1960)12月

12月

昭和36年(1961)4月

4月

5月

5月

7月

昭和37年(1962)10月

昭和38年(1963)1月

4月

4且

4月

4月

4月

4月

11月

昭和39年(1964)4月

日月
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滋賀大学経済短期大学部講師(非常勤)併任〔昭和38年3

月まで)

京都大学経済学部講師(非常勤)併任(昭和35年 3月まで)

滋賀大学目本経済文化研究所長(昭和36年 3月まで〉

滋賀大学図書委員(昭和36年3月まで)

滋賀大学評議員(昭和36年 5月まで)，滋賀大学問属図書館

経済学部分館長(昭和37年 3月ま亡)

10年勤続にて表彰される

入学試験，社会の出題委員

愛媛大学文理学部講師(非常勤)併任(同年12月16日から

25日まで)

京都大学経治学部講師(非常勤)併任(昭和37年 3月まで〕

滋賀大学日本経済文化研究所長(昭和38年 3月主で〉

第14回国際経営社会問題会議およびドイツ経営学会に出席

のため， ドイツ，フランス，スイ旦およびイタリアの各国

へ出張(同年 6月まで)

滋賀大学評議員(昭和38年 5月まで)

滋賀大学附属図書館長併任(昭和38年 7月主で)

京都大学教授(怪済学部勤務)に配置換，滋賀大学教授併

任(昭和38年 3月まで)

愛媛大学文理学部講師〔非常勤〉併任(周年1月8日から

1月17日まり

滋賀大学経済学部講師(非常勤) (昭和39年3月主で)

京都大学評議員(昭和40年 3月まで)

京都大学大学院経済学研究科担当(現在に至る)

桃山大学経済学部講師〔非常勤) (昭和41年3月まで)

京都大学大学院審議会審議員(昭和40年 3月まで)

京都大学建築委員会委員(昭和40年3月まで)

組織学会理事に選出

京都大学法学部講師(非常勤) (昭和40年3月まで)

京都商工会議所商業活動調整協議会委員(昭和41年 9Jlま

で)
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昭和39年(1964)11用

11月

昭和4C年 (1965)4月

41'l 

昭和41年(1966)4月

4月

4月

7月

10月

昭和42年(1967)2且

4月

8且

10用

第 100巻第5号

日本育英会京都大学委員部委員

経営史学会理事に選出

滋賀大学経済学部講師(非常勤) (昭和39午 3月まで〉

名古屋市立犬学経済学部講師(非常勤) (現在に至る)

京都大学入学試験制度委員会委員

京都大学法学部講師(非常勤) (昭和42年3月まで)

京都大学工業教員養成所講師〈非常勤)(昭和42年 3月まで)

愛媛大学文理学部講閣〔非常勤) (同年7月 6日より 7月

15日まで〉

日本経営学会理事に選出

日本学術振興会経営問題第 108委員会研究帰託

和歌山大学経済学部講師(非常勤) (昭和43年 3月まで)

日木学術振興会経営問題第 108委員会委員

入学試験出題ならびに採点主任
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山本安次郎教授著作目録

著 書

公社第企月業号とイ現公代社経企営業学研究(各班理))研究報告 建国大学研究院 昭和16年(1941)

経営管理論 有 斐 閣 昭和29年 (1954)

フェイヨノレ管理論研究 有 斐 閣 昭和初年(1955)

経営学本質論(経蛍学双書 15) 森山喜庖 昭和36年(1~61)

増訂経営管理論 有 斐 閣 昭和38年 (1963)

経営学要論(現代経済学全書 3) ミネノレヴァ書房 昭和39年(1964)

経営学本質論(増補第 2版) 森山書庖 昭和40年(1965)

増補経営字要論 ミネJレヴァ書房 昭和41年(1966)

経営学の基礎理論 ミネノレヴァ書房 昭和42年(1967)
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昭和34年 (1959)

昭和田年(1961)

翻訳書

イー・ワーゲマ人世界経済機構と景気変動 雄 風 館書房

イー ワーゲマン，国民経済組織の欠陥と
世界恐慌，小島昌太郎監修(共訳〉 雄 風 館書房
(E. Wagemann. St円 kturund 
Rhythmus des Weltuげ t"haft，1931) 

イー ワゲマソ，景気変動論，小島昌太郎 雄風館書房
監修(共訳) (E. Wagemann， Konju叫 turleh何， 1928) 

昭和7年(1932)

昭和 7年(1932)

昭和8年(1933)

論 文

技術め概念について 経営と経済第 1巻第 1号昭和6年 (1931)1月

百貨庖における財産構成 経営と経済第1巻第 4号 4月

企業の概念について 経営と経済第1巻第 6号 6月

経営の本質 経営と経済第2巻第 3号 9月

経営形態に就て 経営と経済第 3巻第 1号昭和7年 (1932)1月

経営任務とその分類 経営と経済第3巻第 3号 3月
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資本組織と経営組織一一経営体
の分析の一つの試み 経営と経済第3巻第4号昭和7年(1932)4月

任務分担と職制構造 経営と経済第3巻第 5号 5月

企業予算制度の米 国に於ける現状経済論叢第35巻第 3号

企業の下算期聞について

企業予算制度の成立に就いて
一一特にアメリカを中心とし
て一一一

組織問題としての企業の指導

添加信用の創造と預金銀行 (1) 

添加信用の創造正預金銀行 (2) 

所謂個別経済学論のー主張につ
いて

実践科学としての経営学論

経営形態lごついての一考察

経営組織問題と任務分類原理

9月

経済論叢第37巻第 4号昭和8年(1933)10月

立命館学叢第5巻第4号 12月

法と経済第1巻第3号昭和9年(1934)3月

大阪課行通信録

士阪銀行通信録

法と経済

法と経済

第 440 号

第 441 号

第 2巻第 1号

月

月

月

4

5

7

 
第 3巻第 1号昭和10年(1935)1月

法と経済第3巻第 5号

「立命館三 11i周年記;色論集」
法経篇(立命館出版部)

5月

11月

フランス経営学について ω
フェーヨリ月ムに関する 法と経済第5巻第 1号昭和11年(1936)1月

一考奈

フラソス経営学について肘
一一プェヨりスムに関する 法と経済第5巻第 2号
一考察一一

規範的経営学説の批判 (1) 

規範的経営学説の批判 (2) 

トムスに於ける経営管理の概念
に就て

損益中和点について

経営中止点について一一経営政
策の基礎的事実に関する一考
察一一

予算制度の本質とその形態 (1)
←ー経営管理の根本原理に関
する一考察一一

2月

法と経済第日巻第 1号 7月

法と経済第6巻第 2号 B月

法と経済第6巻第 6号 12月

法と経済第7巻第 6号昭和12年(1937)6月

法と経済第9巻第 1号昭和13年(1938)1月

法と経済第9巻第 5号 5月

予算制度の本質とその形態 (2)
一一経営管理の根本原理に関法と経済第 9巻第 6号 6月
する一考察一一

操業及び操業度概念について (1)
一一費用収益法則研究のー前法 と 経 済 第11巻第 2号昭和14年(1939)2月
提として←ー

操業及び操業度概念について (2)
一←費用収益法 則研究の一前法と経済第11巻第 3号 3月

提として一一一
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匪劃制度の研究

経営組織論に於ける一基本問題法と経済第12巻第 1号昭和14年(1939)7月

焼鍋研究序説

小島昌太郎「支那における特殊昭和15年(1940)12月
通貨の研究J(千倉書房)

需産研究院第 39 号昭和1剛山川月

満開量於ける特殊会社の再組織 東車経済論叢第 1巻第 3号

公社問題と経営学

9月

日木経営学会編「利潤統制」
(経営学論集第15輯)(同文館〕 11月

経営存在の主体的構造について
一一経営学批判の試み 彦根論叢創刊号昭和24年(1949)12月

経営構造の発展と主体性の問題

経営学の立場と経営の立場

経営管理組織の発展

ア忌イヨノレ“管理学説"の研究

平井霊太墾編「経営目的の達成昭和25年(1950)10月
と経営構造(国元書房)

日本経営学会編「経営学の基本
問題と労務管理の諸問題J (経 10月
営学論集第21集) (同文館〉

彦根論叢第 17 号唱和29年(1954)1月

PR 第 5巻第 B号 8月

経営学か経営経済学か PR 第 5巻第 9号 9月

企業予算制度と人間関係の問題彦根論;:t叢第 23 号昭和30年(1955)1月

フェイヨノレの組織論

経済学・組織学と経営学一一池
内・馬場両博士の所論をめぐ
って

組織学と経営学 経営組閣論
の性格についてーー

管理会計論の新展開のために
一一会計学的見地から経営学
的へ一一

アメリカ経営学反省の方法

経営学と組織論

バーナード組織理論の一考察

分権管理と分権管理組織 集
中と分散の組織理論を中心

彦根論叢第 25 号 5月

PR 第 6巻第 9号 9月

彦根論叢!第 30 号昭和31年(1956)3月

PR 第 7巻第3号 3月

PR 第 7巻第 6号

第 7巻第10号

6月

10月

12月

PR 

彦根論叢第 34 号

PR 第 8巻第 4号昭和32年(1957)4月
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管理論の体系

経営管理論 (1)

経営管理論 (2)

マネジメ〉ノトとコ γ トローノレ

経営学のー般理論

小島先生の経営学研究の跡をた
ずねて

経営学と共同決定の経営形態

経首学本質論序説

経営学本質論の回顧と展望
←ー第一次 第二次方法論争

を中t心に

続経営学本質論の回顧と展望
一一第三次点法論争在中心

フラ γスの経営学説

わが国の経営学の特質について

経営組織概念と組織の論理

経営管理

経営学の学的性格の問題一一実
践科学説壱中心に一一

経営学の対象の問題一一「経営
経済」学説の対象理論の批
判←ー

企業の真実価値

経営学の7方性の問題一一「経営
経済」学協の対象構成の原
理←ー

経営権の経営理論序説←ー経営
組織土経常権の問題一一一

分権組織形態と組織の論理
一一アメリカ的分権とドイツ
的分権一←

ノノレドジーよグの経営管理論とそ
の批判

月

月

月

月

月

月
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月
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彦根論叢第 48・49号 10月

彦根論叢第 51 号 12月

占川栄 ・高官晋編「現代の経
営学説J (経営学基礎講座第昭和34年(1959)1月
5巻) (有斐閣〕

PR 第10巻第2号

彦根論叢第 53 号

山本田岡村・上林編「経営経済学
総論」第 2章(ミネノレヴァ書房〉

彦根論叢第59・60・61号

月

月

月

月

2

3

6

m

 

彦根論叢第65・66'67号昭和35年(1950)6月

彦根論叢第 G9 弓

彦根論叢第70・71・72号

8月

10月

彦根論叢第 75 号昭和36年(1961)3月

山本・高官・藻利編「組織論研
究J(東洋経済新報社)

「独逸経営学」肘
第 7巻)(東洋

5月

9月
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ドイツの経営組織と経非合営権理
ノリレトマンの 的接彦根論叢第

近を中心に一一
79 号昭和36年(1961)10月

国際経営学会「出席して 彦根論叢第 83・84号 12月

馬場敬治博士とわが国の経営学彦根論叢第 83.84号 12月

現代経営組織の焦点とその役割税経通信第17巻第 7号昭和37年(1962)6月

経営の構造分事析業・と企そ業の・観経営点につ
いて←ー の概彦根論叢第 93-96号昭和38年(1963)2月
ベ人かー

組織の学組織派学の担誌営壱学中心に馬場博士 削学I講(有除座斐ー」閣第・)高1宮巻芦ι編代「¢毅経控営学営』 4月

組盤題顧論ーみーのつZハつ4ーと経ナ営ー学ド組的組織織理論論の壱 (る日ダ組本イ経織ヤ営論モ学のν会展ド編開社・「)役経割営学・地に位おけ」 5月

経一営一学企に業お利け潤る利と潤経営の問利題潤 ピジネCL-第12巻第1号昭和39年(別4}6月

ア経メ営り学カ経本営質学論の方(1)法的反省と 経済論叢第94巻第4号 10月

経営学の本質 平(青井林泰書太院郎4編1士「)経営学」第2章 昭和40年(19邸)1月

ア経メ営りカ学経本営質学論の方(L)法的反省と 経済論叢第95巻第 2号 2月

ゼネラル・スタマフ的経済性の 経営教室第3巻第 Z号
問題 2月

経営場意か主dtら、決と定し問て経題蛍の学一理考論察の立 経 済 論 叢 第96巻第5号 11月

経営学と意志決定の問題 商学討究第16巻第 2号 12月

公社の本質と経営原理 公営評論第11巻第 1号昭和41年(1966)1月

カンピオyの経営学;<経について
一考一察現代アラン 営学のー経済論叢第97巻第4号 4月

経営学の弁明 近代経営第11巻第5号 4月

現代フラ Vス経営経学営の学動研向
一詔ー一カY ピオン 究序産業経済論叢創 引I 号 6月

ドイ題ツ経ー営ー学ハと経営意志所決説定壱の
間 ックスの 中経済論叢第98巻第 2号 B月
心iこ一一一

マルク経ツ営ズて学一人一のと一わ自が律国性のの経問営題学号 国民経済雑誌 第114巻第2号 8月
めぐっ
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経蛍学的見方の特質 経営科学第4巻第 9号昭和41年(1966)9月

経営学のと理経論営史と歴ナ主ア経営理論 経済論 叢 第99巻第 1号昭和42年(1967)1月

経皇室号室か覇営言か 雲嶋経済論叢第時第5号
批に える一一一

5月

組紙所向理一論一論を一の展開と経営学への動
ピジネス・

サイヤートー T ーチの νピュー第10巻第 1弓 6月
中心に一一

経営理念の経営学的考察 山(白城桃章書編房¥現代の経営理念」 9月

経事Z霊童と政策ー経営理念経済論叢第1∞巻第4号 10月

Toward a Uni直edTh1ceaol ry Exoaf mMiannaatiRoen rno ent 
A Proposal-Critical Examination of 

ThEg COK叫yOottoU削 versay
明記 Re世白ω

Vo1351 No 625 ， 
Oct. 19 

Management Theories 

書評・紹介・その他

大臨?経済研究所編「経済学経営と経済第 1巻第2号昭和6年(肌

谷間口博道土」「百貨庖連鎖居小売広 経営と経済第 1巻第4号 4月

馬場敬治薯「経営学方法論j 経営と経済第 1巻第 5号 5月

宮田喜代蔵「経営原理」 経営と経済第3巻第 2号昭和7年(1932)2月

Luidn Wi1ngd，uEIst，HBeulldegn etUknotnetrrnoelh le 
経営 k 経済第 3巻第3号 3Jl 

rnungen， 1930 

Lo凶 Hsf甲山slertesKapi- 経営と経済第 3巻第 6号
tal， 19 

6月

小菅論敏」郎を氏読著む 「貸借対照表分析 法 と 経 済 第 1巻第 6号昭和9年(1934)6月

小島昌太郎「金融機構論」 法と経済第 2巻第 2号 8月

小島昌太郎「経営学論J 法と経済第 5巻第 4号沼和11年(1936)4月

シュマノレツ「原価と公正価格」 法と経済第 6巻第 3号 9月

カア ルレ首長主ツクリヅジ法と経済第 7巻第 2号昭和昨(1937)2月
品と規範的 」

古林喜楽「経営労務論」 法と経済第7巻第 3号 3月

姻新一「百貨庖問題の研究」 法と経済第 7巻第5号 5月

マルチン・ローマン「経常経済学|法 と 経済第 8巻第 2号 B月
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リゾウスキイ」「形態思考として
の販売思考 法と経済第8巻第 6号昭和12年(1937)12月

、オノレ」「経済理論に 法と経済第9巻第 4号 昭 和13年(1938)4月
於ける費用問題

池喜苦行著「経営経済学史」壱 経済学論究第4巻第 1号昭和2聞

市原孝一「ドイツ経営学」 彦根論叢第 24 号昭和初年 (1955)3月

占艶安「近代経営管理論j を 国民経済雑誌第96巻第 3号昭和32年(1957)9月

小島昌太郎「経営学序説] PR 第9巻第 2号昭和33年(1958)2月

栗研田究真造J著「経営構造の類型的 E ι 計第75巻第 3号 昭 和34年(1959)3月

市原事ー「ドイツ経営政策」 会 計第75巻第 5号 5月

高田磐著「経営の職能的構造」 彦根論叢第 58 号 9月

細井卓著「現代企業財務J 彦根論叢第 76 号昭和36年(1961)4月

岡田壱吾読郎む著「現代経営学の基礎」 彦根論叢第 87 号昭和37年(1962)4月

北野利信著「アメ 9;h経営学の
新潮流」

市原季 「西独経営社会学」

酒井正三郎著「経営学方法論」

商品回転率

売掛金回転率

流動率及び酸性試験率

ニッグリヅシュ教授の還暦

准戦時経済体制とインフ ν シ
ョンの動向

戦時体制下のー感想

アカデミア第 39 韓昭和38年(1963)10月

国民経済雑誌第113巻第2号 昭 和41年(1966)8月

経営史学第1巻第 3号 12月

経営と経済第2巻第 2号昭和6年(1931)8月

経営と経演第2巻第 3号 9月

経営と経済第2巻第 4号 10月

法と経済第6巻第 4号昭和11年(1936)10月

松陽新報 昭和12年 (1937)1月

松陽新報 昭和13年 (1938)1月

経営管理論文献解説 PR 第9巻第 1号 昭和33年(1958)1月

分間と経営民主化一て話|陸時L諜?理担策)昭和咋(1削悶

辞典監修・辞典執筆

経営経済学辞典(上林貞治郎・岡村正人共監修) ミネノレヴァ書房 昭和41年(1966)

フェヨリスム。合作社。アーウイマグの組織論。プヲユノスの経営学。
7 ェヨールの組織論。平井泰太郎編「経営学辞典」ダイヤモシド社 昭和27年(1952)
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フランス経営学。イギリ九経営学。
高宮晋編「体系経営学辞典Jf;{イヤモYド 社 昭 和37年(1962)• フヲシスの企業形態(企業組織形態・企業集中形態)0 

フラ γスの企業(経営経済学一一サパリー クールセル・
スヌイュ アマーノレ フェイヨノレーーール....yャトリエ ド・
7 レマンピュ一一ーパレウ λ キ一一一ーカンピオン一一一月トヲム一一一ピムトル)

山本・上林・岡村監修「経営経済学辞典」 ミネノレヴァ書房 昭和41年(1966)

管理の歴史的生成と発展。フランス経営学。

古川・山城・小野西野監修「実践経営ハソドプマグJ中央経済社 昭和42年 (1967)

(作成者昨旗武彦)


